
編集後記
　４月から広報を担当することになり
ました。市内には豊かな自然や貴重な
生き物、歴史や文化など魅力的な「地
域の宝」がたくさんあります。広報の
編集に携わることは初めてで不安もあ
りますが、今までにない素晴らしい発
見や出会いがあるのではないかと楽し
みも感じています。至らぬ点も多々あ
ると思いますが、皆さんと福津の素晴
らしさを共有できるようがんばってい
きますので、よろしくお願いします。
　　　　　　　　　　　　　  品田裕輔

■人口
　　前年同月比
　男
　女
■世帯数
　　前年同月比

65,102人
＋1,557人
30,672人
34,430人
27,447世帯
＋839世帯

出生55人 死亡61人 転入713人  転出547人

3月のひとの動き 3 月末現在

　「神宿る島」宗像・沖ノ島
と関連遺産群として、平成２
９年7月にユネスコ世界文化
遺産に登録されました。

世界遺産　新原・奴山古墳群

　市公式Facebookページを
「いいね」すると、イベントなど
の最新情報が手に入ります。

市公式Facebook

福津市役所

　全国の市区を対象に東洋経済新報社が
毎年調査し、発表している「住みよさラン
キング」で、市は2018年に全国12位にな
りました。九州では前年に続き２年連続１
位です。

住みよさランキングで全国１２位

Public Relations5広報
みんなと市のいい関係
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特集　市政運営の指針と予算

まちの話題

男女／消費生活／福津防災／図書

好いとお ! 福津

情報広場

福津逸品

き 
り 
と 
り

注文時に提出してください

本券１枚につき１回のみ使用可 

コピー使用不可

各日10組限定

山路を登りながら

　広報ふくつは“みんなと市のいい関係”を築
くことを目指して、行政課題や教育文化など
の特集を組んでいます。特集のことや別の記
事のこと、紙面以外にも日々の生活のことな
ど、皆さんの声をお聞かせください。

市政運営の指針と予算

今月号の特集はいかがでしたか。次の中から一つ選んで
○をつけ、感想をご記入ください。

※ご協力ありがとうございました。今後の広報ふくつの
　紙面づくりに活用させていただきます。

１.よくなかった　　２.あまりよくなかった　
３.普通　　４.よかった　　５.とてもよかった　

１
Ｑ

今後どのような特集があればいいと思いますか。
２
Ｑ

今月号でよかった記事は、どのコーナーですか。
３
Ｑ

今月号でよくなかった記事は、どのコーナーですか。
４
Ｑ

紙面の感想、福津市に住んで思ったこと、こうなったら
いいなと思うことなど、自由にご記入ください。５

Ｑ

想
感

2019.52019.5
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13ページの福津弁の解説　青じみ＝青あざ、内出血の痕
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　ＳＤＧｓとは、国連が提唱する「持続可能な開発目標」のことで、
誰一人取り残さない社会づくりを目指しています。そのためには、
高齢者にとっても若い世代にとっても、安心で暮らしやすいまちを
つくること、そして、明るい未来を語り合えることが大切です。国
内外には、自分たちの住む地域に必要なサービスを自分たちで創り
出す取り組みが広がっています。そこで、各界の実践家をお迎えし、
世界に広がりつつある支えあい経済システムやその先進事例、市内
の取り組みを市民の皆さんと学び、これからの幸せのまちづくりに
生かしていきたいと思います。
日時　5月 16日（木）15:30 ～ 17:30
場所　市役所別館大ホール
定員　100人
内容
　全体テーマ「世界に広がる幸せの経済システム」
　基調講演 　「世界に広がる社会的連帯経済～みんなが幸せに生活
　　　　　　 できる経済システム」
　講師　廣田裕之さん（スペイン・社会的通貨研究所共同創設者）
　事例紹介　「福津における支えあいの取り組み」（市内３団体）
　トークセッション　「幸せの経済システムと SDGs」
　　廣田裕之さん、山口覚さん（津屋崎ブランチ LLP 代表）、
　　密山洋志さん（九州労働金庫福岡県本部業務推進課副課長）、
北島美喜さん（福岡銀行営業統括部決済サービス推進グループ
調査役）

受付方法　氏名、電話番号をメールか電話、ファクスでお知らせく
ださい

受付、問い合わせ　市まちづくり推進室☎43・8121 
　FAX43・3168　メール　info@city.fukutsu.lg.jp

ふくつＳＤＧｓシンポジウム　

～みんなで取り組む幸せのまちづくり～

エスディージーズ


